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宗 像 医 師 会

西　部　会

福津市民の健やかな生活を支えます

令
和
６
年
度

定
例
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
25
日
（
木
）
ふ
く
と
ぴ
あ
「
健

康
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
令
和
６
年
度
の

定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
ま
し
た
福

津
市
長
代
理
、副
市
長　

本
夛
研
介
様
、

福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
代
理
、

常
務
理
事　

中
村
一
枝
様
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

総
会
で
は
、
議
長
に
両
谷
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
池
田
典
彦
会
長
が
選
出
さ
れ
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
決
算

報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

同
収
支
予
算（
案
）、同
役
員
改
選（
案
）、

会
則
の
一
部
改
正
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
挨
拶

　

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長　

岡
本　

頴
和

　

本
日
は
、ご
多
用
な
中
、
定
例
総
会
に

ご
出
席
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
は
、
公
務
ご

多
忙
な
中
、
ご
臨
席
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
連
合
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
令
和
５
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
正
常
化
へ
向
け
て
第
一

歩
を
踏
み
だ
し
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
い
間
、
活
動
が
で
き
な
い
ブ
ラ
ン

ク
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
苦
労
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
令
和
5
年
度
の
連
合
会
の
事
業
は
、

お
陰
様
で
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
単
位
ク
ラ

ブ
も
こ
れ
か
ら
は
ク
ラ
ブ
活
動
を
本
格

的
に
軌
道
に
の
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
大
の
課
題
で
あ
る
会
員
増
強
に
つ

き
ま
し
て
は
、
東
町
一
区
と
宮
司
三
の

２
つ
の
ク
ラ
ブ
が
新
し
く
立
ち
上
が
り
、

「
会
員
増
強
５
％
Ｕ
Ｐ
運
動
」
で
は
、
過

去
最
高
の
17
ク
ラ
ブ
が
目
標
を
達
成
す

る
等
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
前
年
度
対
比
で
９
名

減
少
と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
な
お
、
4
月
か
ら
新
し
く
県
老
連

の
５
か
年
に
わ
た
る
会
員
増
強
運
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
純
増
1
名
の
目

標
を
必
達
す
べ
く
総
力
を
結
集
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
新
規
会
員
の
獲
得
が
進
ま
ず

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
難
で
運

営
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る

諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
一
緒
に

な
っ
て
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
結
論
が
で
て
か
ら
で
は
な
く
、

事
前
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
が
躍
動
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご
発
展
と

皆
さ
ま
方
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

総会の様子
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〒811-3217
福津市中央5-1-2
TEL　0940（43）7366

診療時間（予約制）
月　9：00 ～ 18：00　 木　9：00 ～ 17：30
火　9：00 ～ 19：00　 土　9：00 ～ 16：30
水・金9：00 ～ 18：30　休診日：日曜・祝日

歯科・歯科口腔外科・小児歯科・矯正歯科

水上歯科クリニック医療法人

祝　

辞
福
津
市
長　

原
﨑　

智
仁

　

令
和
６
年
度
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
定
例
総
会
の
開
催
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岡
本
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
市

の
地
域
福
祉
の
推
進
に
、
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
様
は
、
平
成
17
年
に
そ
れ
ぞ
れ
旧
町

の
老
人
ク
ラ
ブ
が
合
併
し
て
発
足
し
、

そ
の
後
20
年
に
わ
た
っ
て
、
持
続
可
能

な
地
域
自
治
と
そ
の
推
進
の
た
め
、
関

連
団
体
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
こ
ら

れ
た
ほ
か
、
様
々
な
事
業
を
展
開
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
内
容
は
幅
広
く
、“
元
気

シ
ニ
ア
が
地
域
を
救
う
、
元
気
シ
ニ
ア

が
福
津
を
救
う
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、「
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
活
動
、
趣
味
・
文
化
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
友
愛
活
動
、

環
境
美
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
生
産
活
動
、

世
代
間
交
流
・
伝
承
活
動
、
子
ど
も
見

守
り
活
動
・
安
心
・
安
全
活
動
」
な
ど
、

自
身
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
活
動
、
地

域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
を
展
開
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
単
位
ク
ラ
ブ
は
、
自
治
会
や
子
ど

も
会
育
成
会
と
と
も
に
、
地
域
自
治
を

根
本
で
支
え
る
大
変
重
要
な
組
織
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

３
年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
心

と
体
に
重
大
な
影
響
が
出
て
し
ま
う
方

も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
中
、
貴
会
で
は
、
高
齢
者
の
孤
独

解
消
の
た
め
新
た
な
訪
問
活
動
を
展
開

す
る
ほ
か
、『
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
事

業
』
に
取
り
組
ま
れ
、
高
齢
者
の
心
に

寄
り
添
い
、生
き
が
い
に
つ
い
て
促
し
、

勇
気
付
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
会
員
が
減
少
し
て

い
る
中
、
昨
年
に
は
福
岡
地
区
内
で
唯

一
会
員
を
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
会
員
の

確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ

か
、
単
位
ク
ラ
ブ
を
復
活
さ
せ
る
働
き

か
け
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ

の
顕
著
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
功
績
に

対
し
県
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
と
お

聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
様
の

使
命
感
に
支
え
ら
れ
た
献
身
的
な
活
動

に
よ
っ
て
、
福
津
市
に
お
い
て
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
「
慢
性
腎
臓
病
、
虚
血

性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
」
の
疾
病
の

減
少
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

市
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
も
高
齢
者

に
信
頼
い
た
だ
け
る
市
政
に
取
り
組
み

つ
つ
、
皆
さ
ま
を
で
き
る
限
り
支
え
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
様
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、

な
ら
び
に
会
員
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

市の花：あんず 市の花：なの花 市の木：松

【一口メモ】　【一口メモ】　市市のの花花・・木木　ご存じですか　ご存じですか？？
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福津市奴山１１７４番地 ☎０９４０－５２－３５４５（代表）

● 津屋崎園　　ショートステイ ☎ ５２-３５４５ お問い合わせはお気軽にどうぞ

● 津屋崎園　　デイサービスセンター ☎ ５２-７４３０

● 津屋崎園　　ケアプランサービス ☎ ３３-５５００

● 津屋崎園　　在宅介護支援センター ☎ ５２-３１００ 随時更新中！

● 総合相談支援センター　　津屋崎 ☎ ５２-６１１０

● 津屋崎園　　グループホーム　座々 ☎ ５２-００９８

● 津屋崎園認知症対応型デイサービス　菜々 ☎ 　５２-７０７７

● 小規模多機能型施設　　あかり ☎ ５２-１２０６

社会福祉法人　　北筑前福祉会

北筑前福祉会 検索

特別養護老人ホーム 津屋崎園

　共に生きる～私たちが支えます～
共に生きる～私たちが支えます～
　社会福祉法人　北筑前福祉会
　特別養護老人ホーム
　福津市奴山1174番地
●　津屋崎園　ショートステイ� ☎　52-3545
●　津屋崎園　デイサービスセンター� ☎　52-7430
●　津屋崎園　ケアプランサービス� ☎　34-5500
●　津屋崎園　グループホーム　座々� ☎　52-0098
●　津屋崎園認知症対応型デイサービス　菜々� ☎　52-7077
●　小規模多機能型施設　あかり� ☎　52-1260
●　グループホーム　ＷＡ・ＴＡ・ＲＩ� ☎　72-1170

第二津屋崎園
☎0940-34-5511

津屋崎園
☎0940-52-3545

祝　

辞

　

福
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

権
現　

昭
二

　

本
日
は
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
総
会
の
ご
盛
会
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
前
々
か
ら
２
０
２
４
年
問
題
が

顕
在
化
す
る
年
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
昭
和
24
年
生
ま
れ
の
人
々

が
75
歳
を
迎
え
、「
団
塊
の
世
代
」
全
員

が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
社
会
保
障
費

負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

時
間
外
勤
務
規
制
が
実
施
さ
れ
、
自
動

車
に
よ
る
長
距
離
輸
送
に
支
障
が
生

じ
、
国
民
生
活
に
影
響
が
出
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
予
測
し
対
策
を
講
じ
て
待

ち
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
正
月

早
々
予
期
も
し
な
い
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
、
地
震
列
島
日
本
の
危
う
さ
を

改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
３
か
月
が
経
ち
、
徐
々
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
回
復
し
て
き
て
い
る

様
で
あ
り
ま
す
が
、
長
い
復
旧
・
復
興

の
日
々
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
地
域
社
会
の
復
元
力

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
全
国
か
ら
の
支

援
に
よ
っ
て
一
日
も
早
く
往
時
の
活
力

を
取
り
戻
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
の
３
月
、
日
銀
は
春
闘
に

お
け
る
大
幅
な
賃
金
改
定
の
動
き
等
を

踏
ま
え
て
、実
に
17
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
解
除
を
決
定
し
ま
し
た
。
年
金

生
活
者
に
と
っ
て
は
、物
価
が
あ
ま
り
上

が
ら
な
い
デ
フ
レ
基
調
が
望
ま
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
世
界
各
国
の
経
済
成
長

や
円
安
の
進
行
を
見
ま
す
と
適
度
な
成

長
は
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

我
が
国
は
あ
ま
り
に
も
長
い
間
、
賃

金
や
物
価
が
上
が
ら
ず
、
金
利
も
低
い

状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
の
で
金
利
の

あ
る
世
界
を
実
感
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
2
１
２
１
兆
円
と
も
い
わ
れ

る
国
民
金
融
資
産
に
１
％
の
利
子
が
付

い
た
だ
け
で
、
毎
年
21
兆
円
も
の
可
処

分
所
得
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
金
融
資
産
の
６
割
程
度
を
高
齢

者
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
併
せ
ま

す
と
、
金
利
の
上
昇
は
高
齢
者
に
と
っ

て
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

人
生
80
年
時
代
が
い
つ
の
間
に
か
人

生
1
０
０
年
時
代
に
な
り
、
60
歳
代
半

ば
で
第
一
線
を
リ
タ
イ
ア
し
た
人
に
は

長
い
老
後
が
待
ち
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
社
会
の
移
ろ
い
は
早
く
数
年

で
大
き
く
環
境
が
変
化
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
高
年
齢
者
も
自

ら
を
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
環
境
に

適
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
何
歳
に
な
っ
て

も
脱
皮
を
し
、
み
ず
み
ず
し
さ
を
保
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
毎
日
目
標
の
あ
る

生
活
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

健
康
・
奉
仕
・
友
愛
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
そ

の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
な
る
も

の
と
信
じ
ま
す
。

　

会
員
相
互
、
お
互
い
を
刺
激
し
あ
っ

て
、
目
標
と
希
望
の
あ
る
生
活
を
築
い

て
い
た
だ
く
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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シニアクラブ連合会の動き　（2023年12月～2024年５月）

シニアクラブ連合会　今後の主な行事予定

月 日（曜日） 行　　　　事 場　　　　所

12

１日（金） ・女性部会 事務所
５日（火） ・文化広報部会 事務所
７日（木） ・「健康をすすめる運動」推進研修会 春日市クローバープラザ

14日（木） ・神興東ブロック会議 津屋崎文化会館
19日（火） ・第９回役員会 事務所

1

９日（火） ・第37号会報誌発行・配布 事務所
16日（火） ・第10回役員会 事務所
19日（金） ・高齢者ネットワーク推進事業事務説明会 春日市クローバープラザ
30日（火） ・地区老連第３回事務局長会議 春日市クローバープラザ

2

７日（水） ・スポーツ講習会 春日市クローバープラザ
８日（木） ・神興ブロック会議 神興交流センター

13日（火） ・地区老連第３回理事会 春日市クローバープラザ
14日（水） ・女性部長研修会 ふくとぴあ
18日（日） ・カラオケ大会 ふくとぴあ
20日（火） ・第11回役員会 事務所
26日（月） ・第３回単位クラブ会長会議 ふくとぴあ

3

５日（火） ・健康講演会 ふくとぴあ
９日（土） ・健康維持部会 福間南交流センター

14日（木） ・宮司・津屋崎ブロック会議 カメリアホール
27日（水） ・市防災会議 市役所
28日（木） ・令和５年度会計監査 事務所
29日（金） ・第12回役員会 事務所
29日（金） ・第３回理事会 ふくとぴあ

4

16日（火） ・第１回役員会 事務所
18日（木） ・県老連監事監査会 春日市クローバープラザ
23日（火） ・県老連理事会 春日市クローバープラザ
25日（木） ・令和６年度定例総会 ふくとぴあ

5

１日（水） ・健康維持部会 福間南交流センター
13日（月） ・第38回グラウンドゴルフ大会 なまずの郷
14日（火） ・第２回役員会 事務所
17日（金） ・地区老連通常総会 春日市クローバープラザ
21日（火） ・県老連定時社員総会 春日市クローバープラザ
23日（木） ・文化広報部会 事務所
24日（金） ・第１回理事・単位クラブ会長会議 ふくとぴあ

2024.10 ・グラウンドゴルフ大会 なまずの郷

2024.10 ・健康教室 （ウォーキング） 福間海岸
2024.10 ・会員親睦旅行 未定

2024.11 ・スカットボール大会 津屋崎体育センター
2025.2 ・カラオケ大会 ふくとぴあ

2024.9 ～ 2025.3 ・ブロック会議 未定
2024.9 ～ 2025.3 ・健康講演会 ふくとぴあ

詳細のお問い合わせは　0940-72-6565　福津市シニアクラブ連合会事務局へ
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表
彰

『
永
年
勤
続
』

　

永
年
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力

し
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
11
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
勤
続
は
、
単

位
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
、
会
計
及
び
女
性

部
長
で
在
職
期
間
が
5
年
以
上
の
方

が
、
4
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
総

会
で
岡
本
会
長
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
・
緑　

町　

会　
　
計　

�

廣
渡　

策
生

　
・
上
西
郷　

副
会
長　

�

藤
井
八
重
子

　
・
上
西
郷　

会　
　
計　

�

的
場　

澄
子

　
・
宮
司
浜　

会　
　
計�

花
田　

重
人

　
・
宮
司
浜　

女
性
部
長　

�

長
田　

桂
子

　
・
花
見
１・２
区　

会　
　
計　

�

入
江　

史
子

　
・
緑　

町　

副
会
長　

�

田
村
喜
代
志

　
・
原
町
３
区　

女
性
部
長　

�

吉
原
久
美
子

　
・
若
木
台　

女
性
部
長　

�

山
本　

伸
子

　
・
堅　

川　

会　
　
計　

�

山
口　
　

了

　
・
堅　

川　

女
性
部
長　

�

井
上　

珠
子

『
会
員
増
強（
５
％
Ｕ
Ｐ
）運
動
』

　

令
和
５
年
度
の
会
員
増
強
（
５
％
Ｕ

Ｐ
）
運
動
で
、
過
去
最
多
と
な
る
17
ク

ラ
ブ
が
見
事
に
目
標
を
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
総

会
で
岡
本
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
・
若
木
台
福
寿
会

　
・
西
福
間
５
区

　
・
大
和
１
区
福
寿
会

　
・
原
町
１
区
寿
会

　
・
原
町
３
区
寿
会

永年勤続表彰を受けられた皆さま

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

連
合
会
会
長
表
彰

　
・
星
ヶ
丘

　
・
光
陽
台
２
区

　
・
新
東
区

　
・
堅
川

　
・
津
丸

　
・
花
見
１
・
２
区

　
・
通
り
堂

　
・
両
谷
区
丸
寿
会

　
・
天
神
町
天
寿
会

　
・
東
町
２
区

　
・
有
弥
の
里
２
区

　
・
末
広

会員増強目標を達成された17クラブの皆さま
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現
在
、
福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
所
属
す
る
単
位
ク
ラ
ブ
は
39
ク
ラ

ブ
、
会
員
数
は
一
、六
七
四
名
で
、
平
成

10
年
当
時
の
約
二
分
の
一
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
は
増
加
し
て
い
る
の
に
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
減
少
し
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
昔
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
っ
た
ら
ほ
ぼ
老
人
会

に
入
っ
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
現
役

で
ば
り
ば
り
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
々
の
趣
味
、
娯
楽
や
色
々
な
物
事
が

時
代
と
共
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
現
存

す
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
何
十
年
も
の
歴

史
を
も
つ
た
め
、
入
会
さ
れ
に
く
い
方

も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
現
代
に
沿
う
、
個
々
を
主
体

と
し
た
自
由
な
宮
司
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
発
足
に
至
り
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
な
か
に
色
々
な
ク
ラ
ブ
を
作
り
そ

れ
ぞ
れ
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
に
よ
り

独
立
的
な
運
営
と
活
動
を
行
い
、
自
発

的
に
会
員
増
加
を
目
指
す
の
が
目
的
で

す
。
一
年
後
、
二
年
後
の
成
果
を
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

　

し
ば
ら
く
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し

た
東
町
一
区
老
人
会
で
す
が
、
区
民
の

方
か
ら
再
開
を
望
む
声
が
出
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
か

ら
も
再
開
に
向
け
た
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
５
月
11
日

総
会
を
開
催
し
、
正
式
に
発
足
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
14
名

と
少
な
い
で
す
が
、
み
ん
な
で
話
し
合

い
を
重
ね
な
が
ら
、
会
の
名
前
を
「
の

ん
び
り
や
ろ
う
会
」
と
し
て
ゆ
っ
く
り

歩
み
始
め
ま
し
た
。
会
の
目
的
は
会
員

相
互
の
親
睦
は
も
と
よ
り
、「
生
活
を

豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
」、「
地
域
を

豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」
と
し
て
「
お

試
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
麻
雀
」
や
郷
づ
く

り
活
動
の
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
へ
の

参
加
、「
の
ん
び
り
農
園
」を
開
設
し
て
、

野
菜
の
植
え
付
け
や
花
苗
を
植
え
る
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
春
に
は「
み
ず
が
め
の
郷
」で
シ
ー

ト
を
広
げ
て
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
満
開
の
桜
の
花
見
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
へ
加
入
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課
の
指
導
を
受
け

な
が
ら 

〝少
し
ず
つ
、
の
ん
び
り
、
ゆ
っ

く
り
〟
と
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

東
町
一
区
老
人
会
の
活
動
再
開

�

会
長　

森
田　
雄
二

のんびり農園 お花見にて

宮
司
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
発
足

�

会
長　

吉
川　
富
雄
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お酒と歌と
おしゃべりで華が咲く
楽しいひと時を

　

５
月
24
日
（
金
）
ふ
く
と
ぴ
あ
「
健
康

プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
令
和
６
年
度
第
１

回
目
の
理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
令
和
６
年
度
最
初
の
会
議

で
、
６
名
の
役
員
を
は
じ
め
11
名
の
理

事
・
39
名
の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
の
自
己

紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
執
行
部
か
ら
年
間
行
事
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
諸
行
事
へ

の
積
極
的
な
参
加
と
、
重
点
項
目
で
あ

る
会
員
増
強
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
津
屋
崎
正
直
亭
で
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
大
い
に
親
交
を
深
め
た

ひ
と
と
き
で
し
た
。

会議の様子１

懇親会の様子 会議の様子３ 会議の様子２

令
和
６
年
度
第
１
回

令
和
６
年
度
第
１
回

　
　
理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ

　
　
理
事
・
単
位
ク
ラ
ブ

��

会
長
会
議

会
長
会
議
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福岡地区老連会長挨拶

　

６
月
６
日（
木
）春
日
市「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
」
で
、
令
和
６
年
度
の
単
位
ク
ラ

ブ
新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
当

連
合
会
か
ら
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
福
岡
県
高
齢
者
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
よ
り
「
高
齢
者
の
福
祉
に
つ

い
て
」
の
説
明
が
あ
り
、
現
在
の
県
の

高
齢
者
福
祉
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、県
老
連
事
務
局
長
よ
り
「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
・
課
題
等
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
全
国
的
に
高
齢
者
が
増

え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
人
ク

ラ
ブ
数
や
会
員
が
減
っ
て
い
る
現
状
等

に
つ
い
て
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
会
員
数
が
増
え

て
い
る
３
地
区
か
ら
の
事
例
発
表
が
な

さ
れ
、
参
加
し
た
新
会
長
さ
ん
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
研
修
会
開
催

単
位
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
研
修
会
開
催

副
会
長
　
合
田
　
静
雄

　

昨
年
度
ま
で
副
会
長
で
し
た
平
木
さ
ん

に
代
わ
り
、４
月
よ
り
副
会
長
を
務
め
ま

す
。不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、皆
さ
ま

の
ご
指
導
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
副
会
長
の

責
務
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
よ
な
く
愛
す
る
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま

と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

副
会
長
　
山
田
　
宏
子

　

前
任
の
女
性
副
会
長
小
野
さ
ん
に
代

わ
り
、
本
年
度
よ
り
副
会
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
会
計
役
と
の
兼
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
役
務
め
が
で

き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
ご

支
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
務
局
次
長
　
吉
川
　
富
雄

　

今
般
、
岡
本
会
長
、
川
島
事
務
局
長

が
福
岡
地
区
老
連
の
会
長
及
び
事
務
局

長
を
兼
務
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
福
津

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
多
忙
な
業

務
緩
和
及
び
単
位
ク
ラ
ブ
と
の
密
接
な

連
携
を
図
る
べ
く
事
務
局
次
長
を
引
き

受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
の
程
度
で
き
、
ご
期
待
に
添
え
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
私
な
り
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
ご
鞭

撻
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
福
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

�

事
務
局
新
設

　
５
月
17
日
、「
福
岡
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
総
会
が
開
催
さ
れ
、

新
会
長
に
岡
本
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
事
務
所
を
福
津
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
内
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
、
川
島
事
務
局
長
が
兼
務

し
ま
す
。
な
お
岡
本
会
長
は
「
福
岡

県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
総
会
で
も

副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
本
部
役
員
挨
拶

新
任
本
部
役
員
挨
拶
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石
こ
ろ
を
磨
く

石
こ
ろ
を
磨
く

　　
唐
津
街
道
畦
町
宿
保
存
会

唐
津
街
道
畦
町
宿
保
存
会

��

事
務
局
長　

事
務
局
長　

岩
熊　
寛

岩
熊　
寛

　

唐
津
街
道
畦
町
宿
保
存
会
が
発
足
し

た
の
は
、
平
成
24
年
５
月
、
旧
畦
町
宿

の
郡
屋
が
壊
れ
る
、「
な
ん
と
か
し
な

く
ち
ゃ
！
」
の
気
持
か
ら
で
し
た
。

　

郡
屋
は
、
江
戸
時
代
の
会
議
所
・
集

会
所
・
陣
屋
・
旅
館
。
壊
れ
か
け
た
建

物
（
所
有
者
に
は
管
理
で
き
な
い
）
に

集
ま
っ
た
私
た
ち
は
建
物
周
囲
の
整
備

を
数
回
行
い
ま
し
た
が
、
修
理
復
元
す

る
に
は
三
千
万
円
程
度
の
経
費
が
か
か

る
と
知
り
、途
方
に
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

（
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
に
よ
り
現

在
は
撤
去
済
み
。）

　

そ
ん
な
時
、
隣
組
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
ら
「
あ
ん
た
た
ち
、
お
祇
園
様
の
池

を
昔
の
よ
う
に
綺
麗
に
し
て
く
れ
ん

ね
」
の
リ
ク
エ
ス
ト
。
昔
は
農
業
用
や

防
水
用
に
使
用
さ
れ
、
子
ど
も
の
遊
び

場
で
あ
っ
た
「
お
祇
園
様
池
」
は
放
置

さ
れ
た
ま
ま
で
長
ら
く
ド
べ
ド
ベ
の
湿

地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
秋
か
ら
お
よ
そ
十
か
月
の

作
業
（
手
弁
当
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
、

経
費
の
二
十
万
円
は
五
百
円
募
金
で
賄

い
、
平
成
25
年
７
月
の
祇
園
祭
で
竣
工

式
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
始
め
畦
町
住
民
大

喜
び
で
、
作
業
し
た
み
ん
な
は
充
実
感

一
杯
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
思
わ
ぬ
反
応
で
、「
池

に
生
息
し
て
い
る
準
絶
滅
危
惧
種
の
ア

カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
を
地
域
住
民
が
守
る
」

と
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元
の
上

西
郷
小
学
校
児
童
に
よ
る
「
ア
カ
ハ
ラ

イ
モ
リ
ダ
ン
ス
」
が
発
表
さ
れ
る
な
ど

大
フ
ィ
ー
バ
ー
に
な
り
、
改
め
て
「
お
祇

園
様
池
」
の
貴
重
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。（
現
在
は
、
畦
町
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し

て
新
名
所
と
な
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
イ
モ

リ
ち
ゃ
ん
人
形
」
も
誕
生
し
ま
し
た
。）

　

池
に
は
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
の
他
に
も

サ
ワ
ガ
ニ
・
オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
ヤ
ゴ
・
蛍
・

ニ
ナ
・
ド
ジ
ョ
ウ
・
タ
ゴ
ガ
エ
ル
・
ア

メ
ン
ボ
ウ
・
メ
ダ
カ
等
が
生
息
し
て
い

る
生
き
物
の
宝
庫
で
す
。
２
０
１
９
年

夏
に
再
度
の
大
補
修
作
業
を
し
た
際
に

は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
生
き
物

観
察
会
」
を
実
施
、
み
ん
な
で
焼
き
芋

会
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
郡
屋
が
壊
れ
る
」
の
時
に
は
見
え

な
か
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の
宝
」
が
こ
う

し
て
み
ん
な
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
知

恵
を
集
め
努
力
が
継
続
す
れ
ば
「
石
こ

ろ
も
宝
」
に
な
り
ま
す
。

　

秋
ソ
バ
の
栽
培
や
ソ
バ
打
ち
、
ソ
バ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
も
新
た
な
宝
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
一
反

半
ほ
ど
の
ソ
バ
畑
に
咲
く
白
い
ソ
バ
の

花
は
秋
の
景
観
と
な
り
、「
私
に
も
手

打
ち
ソ
バ
を
食
べ
さ
せ
て
」
の
声
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
始
め
て
き
ま
し

た
。
加
え
て
当
初
考
え
も
し
な
か
っ
た

産
物
は
「
ソ
バ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
み

な
さ
ん
の
参
加
で
、「
収
穫
し
た
新
ソ
バ

が
食
べ
ら
れ
ま
す
」
の
特
典
で
そ
ば
栽

培
の
作
業
に
参
加
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

遠
く
は
福
岡
市
・
北
九
州
市
か
ら
の
参

加
も
あ
っ
て
い
ま
す
。
ソ
バ
は
不
思
議

な
魅
力
で
保
存
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ

る
「
ホ
ッ
と
す
る
ま
ち
畦
町
」
の
宝
物

と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
後
期
の
蘭
学
者
、
司
馬
江
漢

（
１
７
４
７
～
１
８
１
８
）
は
、「
江

漢
西
遊
日
記
」
の
中
で
天
明
９
年

（
１
７
８
９
）
１
月
16
日
（
旧
暦
）
に
畦

町
宿
泊
時
に
そ
の
夕
飯
に
つ
い
て
「
土

瓶
に
能
き
茶
を
入
れ
、茶
ウ
ケ
香
の
物
、

味
噌
つ
け
、
澤
庵
つ
け
、
菜
つ
け
色
々

皿
に
盛
り
出
す
。亦
酒
を
買
う
て
呑
む
。

夫
よ
り
飯
出
す
。
爰
元
は
魚
は
一
向
に

な
し
。
玉
子
フ
ハ
フ
ハ
に
し
て
出
し
け

り
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
「
玉
子
フ
ハ
フ
ハ
」
を
磨
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
食
べ
物
か
を
調
べ
て
「
再

現
」し
、畦
町
宿
祭
り
で
提
供
し「
名
物
」

と
な
り
ま
し
た
。
玉
子
フ
ハ
フ
ハ
は

れ
っ
き
と
し
た
江
戸
時
代
の
名
物
料
理

で
す
。
日
本
最
古
の
玉
子
料
理
で
、
当

時
の
セ
レ
ブ
料
理
、
現
に
福
岡
藩
の
料

理
方
二
川
家
に
も
そ
の
レ
シ
ピ
が
遺
っ

て
も
い
ま
す
。

　

石
を
磨
い
た
宝
は
、
他
に
も
「
土
人

形
」「
世
界
一
小
さ
な
蚕
博
物
館
」「
あ
ぜ

ね
こ
バ
ス
神
社
前
」「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」

…
な
ど
多
彩
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

急
が
ず
焦
ら
ず
「
ホ
ッ
と
す
る
ま
ち
畦

町
」
づ
く
り
の
た
め
、更
に
磨
き
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

★�

畦
町
の
石
磨
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募

集
中
で
す
。「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
の

世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　

唐
津
街
道
畦
町
宿
保
存
会
事
務
局

　

〒
８
１
１
‐
３
２
０
２

　

福
津
市
畦
町
３
６
８

　

�

☎
０
８
０
‐
９
２
４
４
‐
５
１
２
８

　

http://w
w
w
.facebook.com

/　

　

azem
atisyuku/

イモリちゃん人形

郡屋跡
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令
和
五
年
度
後
期
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
健
康
長
寿
に
欠
か
せ
な
い
「
健
康
」

に
つ
い
て
皆
で
考
え
よ
う
と
市
連
合
会

主
催「
健
康
講
演
会
」を
３
月
５
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
福
津
市
ふ
く
と
ぴ
あ
健

康
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
福
岡
藩
の
藩
医
を
務
め
た

歴
史
が
あ
る
篠
栗
町
の
三
野
原
病
院
院

長
三
野
原
元
澄
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
認

知
症
を
理
解
し
備
え
よ
う
～
頭
と
体
の

健
康
の
た
め
に
～
」
を
演
題
に
約
１
時

間
半
、
自
慢
の
12
弦
ギ
タ
ー
を
巧
み
に

操
っ
て
の
ギ
タ
ー
ソ
ン
グ
を
交
え
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
青
春
時
代
の
ソ

ン
グ
を
会
場
に
詰
め
か
け
た
百
名
の
参

加
者
た
ち
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し

な
が
ら
懐
か
し
く
唄
っ
た
り
、
先
生
の

ユ
ニ
ー
ク
な
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
高
齢
者
の
孤
立
化
が
認
知

症
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
の
話
に
、

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
」（
高

齢
者
同
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
事
業
）

が
認
知
症
予
防
に
大
き
く
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
ひ
と
と
き

で
し
た
。

こよりで作った籠 光の道を背に記念撮影

健康講演会の様子

　

大
和
一
区
シ
ニ
ア
福
寿
会
は
、
二
年

前
休
止
と
ま
で
の
状
態
と
な
り
、
何
と

か
存
続
を
思
い
九
十
三
歳
の
私
が
会
長

役
を
二
年
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
温
泉
、

食
事
会
、
バ
ー
ド
ハ
ウ
ス
、
正
月
三
社

参
拝
等
々
行
い
ま
し
た
。

　

三
月
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
自
治

会
長
の
瓜
生
隆
弘
氏
と
財
満
正
憲
氏
が

お
い
で
下
さ
り
、
諏
訪
神
社
、
宮
地
嶽
神

社
、
東
郷
神
社
の
参
拝
に
ご
協
力
頂
き
、

写
真
撮
影
な
ど
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
六

年
度
か
ら
瓜
生
会
長
・
財
満
副
会
長
の

お
二
人
が
役
員
を
引
き
受
け
て
頂
き
、

会
員
数
も
増
し
、
活
動
が
楽
し
み
で
、
現

在
ホ
ッ
と
し
て
い
る
ひ
と
と
き
で
す
。

　

私
は
、
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
紙
を

こ
よ
り
に
し
て
、
籠
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
よ
り
作
り
は
指
先
を
使
い
惚
け
防
止
、

人
様
に
さ
し
あ
げ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

習
字
教
室
は
、
現
在
小
学
二
年
か
ら

中
学
、
八
十
歳
の
教
職
の
方
、
楽
し
い

教
室
で
日
々
感
謝
と
修
養
の
毎
日
で

す
。
バ
ラ
の
挿
し
木
で
色
々
な
色
彩
と

形
、
美
し
い
花
の
中
に
囲
ま
れ
て
の
毎

日
で
す
。
感
謝
感
謝
。　
　
　
　
　
　

平
常
心　

自
由
に
楽
し
く
の
ん
び
り
と

※
私
の
ひ
と
り
言
で
す
。

会
長
職
を
終
え
て

会
長
職
を
終
え
て

　　
大
和
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
福
寿
会

大
和
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
福
寿
会

��

春
日　
加
壽
子

春
日　
加
壽
子

「
健
康
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た

「
健
康
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
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津屋崎小学校福祉学習 このボールはどこへ？ 皆で楽しく

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
塾
開
催

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
塾
開
催

��

堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　
川
島　
道
俊

　
川
島　
道
俊

　

七
月
一
日
開
催
の
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
の
「
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
」
に
向
け
て
、
数
多
く
の
人
た
ち
に

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

北
の
二
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
共
催
し
て
の

「
体
験
塾
」
を
五
月
三
十
一
日
（
金
）
に

堅
川
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
つ
の
ク
ラ
ブ
以
外
か
ら
も
多
数
の

方
々
が
駆
け
つ
け
て
体
験
塾
に
参
加
。

入
り
そ
う
で
入
ら
な
い
ボ
ー
ル
の
動

き
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
繰
り
返
し

で
、
二
十
数
名
の
参
加
者
た
ち
は
「
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
堅
川
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
疲
れ
？
も
見
せ
ず
、「
４
人
以

上
集
ま
っ
て
い
る
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

麻
雀
や
ろ
う
か
！
」
と
い
つ
も
の
よ
う

に
麻
雀
卓
を
囲
み
指
と
頭
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
た
。

次
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
麻
雀
で
仲
間
を
拡

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
６
月
10
日
と
17
日
の
二
日

に
分
け
て
、
津
屋
崎
小
学
校
４
年
生
が

福
祉
学
習
で
堅
川
公
民
館
を
訪
れ
、
津

屋
崎
に
住
む
高
齢
者
が
興
味
を
持
っ
て

い
る
こ
と
や
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い

る
か
を
目
的
に
、
高
齢
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
麻
雀
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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会
員
減
少
対
策
に
つ
い
て

会
員
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
若
木
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
福
寿
会
）

　
若
木
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
福
寿
会
）

��

会
長
会
長　
末
武　
昭
憲

　
末
武　
昭
憲

　

本
会
は
平
成
29
年
に
創
立
40
周
年
行

事
を
行
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
新
規
入
会
者

が
な
く
な
り
会
員
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
時
期
は
１
０
０
名
に
及
ん
だ
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
37
名
ま
で
減
少
し
た

こ
と
に
危
機
感
を
共
有
す
る
こ
と
に
至

り
、新
た
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

一
　
新
会
長
指
示
に
基
づ
く
対
策

①�「
Ｍ
・
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
立
ち

上
げ

　

�

Ｍ
＝
問
題
点
を
洗
い
出
す
、
Ｋ=

解

決
策
を
講
じ
る
と
い
う
も
の
で
、
９

月
初
旬
、若
木
台
居
住
者
す
べ
て
に
、

こ
の
窮
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

②�

10
月
初
旬
、
会
員
大
募
集
の
チ
ラ
シ

を
役
員
が
手
分
け
し
て
全
戸
に
赴

き
、
手
渡
し
方
式
で
対
話
を
重
ね
な

が
ら
勧
誘
し
ま
し
た
。

③�

役
員
10
名
の
２
週
間
に
及
ぶ
約

１
７
０
０
戸
へ
の
配
布
と
、
会
長
の
個

人
的
知
名
度
に
よ
り
、
次
第
に「
福
寿

会
が
会
員
募
集
し
よ
る
」
と
い
う
話
が

広
ま
り
手
応
え
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

④�

以
上
の
結
果
、
令
和
５
年
度
は
13
名

の
応
募
が
あ
り
、
総
会
員
50
名
と
予

想
以
上
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
中

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
回
覧
に
よ
る

募
集
」
と
違
う
か
ら
、
と
い
う
理
由

に
な
ら
な
い
理
由
に
よ
る
入
会
者
も

あ
り
ま
し
た
。

⑤�

６
年
度
は
類
似
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し

て
、
５
月
中
旬
か
ら
第
二
次
募
集
を

開
始
し
ま
し
た
。

二
　
第
二
次
募
集
以
後
の
展
望

①�
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
会
員
の
若
返

り
策
に
つ
い
て
の
考
察

　

�

第
一
次
を
顧
み
る
と
高
齢
化
に
歯
止

め
が
か
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

②�

現
役
年
齢
が
伸
び
て
い
る
と
い
う
社

会
情
勢
の
中
で
、
60
歳
代
後
半
か
ら

70
歳
代
前
半
に
向
け
て
の
施
策
（
例

え
ば
シ
ル
バ
ー
運
動
会
な
ど
）
を
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

会員大募集チラシ

〒811－3222　福津市津丸1159　　ＴＥＬ0940（43）0856

社会福祉法人　宗秦会

満 天ケアハウス

自立とプライバシーを尊重し　生きがいあるあなたらしい生活

内　　　科・放 射 線 科
リハビリテーション科

グループホーム
すまいる
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春
の
花
め
ぐ
り

春
の
花
め
ぐ
り

有
弥
の
里
２
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
し
の
の
め
会
）

有
弥
の
里
２
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
し
の
の
め
会
）  

��

会
長
会
長　
大
石　
敬
二

　
大
石　
敬
二

　

今
春
行
っ
た
花
め
ぐ
り
の
様
子
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

３月30日　さくら
【ホタルの里】

どこへ行っても昼ご飯は
車座になってお弁当です。

４月12日　つつじ
【鎮国寺】

斜面を滝のように流れ落ちる
つつじの帯が圧巻でした。

３月29日　チューリップ
【直方市遠賀川】
いきなり沢山の種類の
チューリップを見ました。

４月26日　ふじ
【宗像市浄光寺】

花も見事ですが、むせかえる
ほどの香りに包まれました。

３月15日　あんず
【あんずの里】

時期がちょっと早くて
花は少なく寒かった。

５月31日　しょうぶ
【宮地嶽神社】

運良く「菖蒲初刈り神事」に
出くわしました。ラッキー！

第38号（14）令和６年７月吉日 福津市シニアクラブ連合会 会報



体
力
・
知
力
の
維
持
と

体
力
・
知
力
の
維
持
と

　
　
　
　
楽
し
い
時
間
を

　
　
　
　
楽
し
い
時
間
を

　
　
東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

��

会
長　
会
長　

大
坪　
啓
介

大
坪　
啓
介

　

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
白
寿
会
は
、東

福
間
エ
リ
ア
に
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

と
農
園
同
好
会
ら
の
70
名
弱
の
会
で
す
。

　

会
の
活
動
は
、白
寿
会
会
員
の
体
力
・

知
力
の
維
持
と
楽
し
い
時
間
を
持
つ
よ

う
に
を
理
念
に
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
数
回
、
話
題
情
報
や
健
康
趣
味
ら

の
専
門
の
方
を
招
い
て
、
お
話
し
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
前
期
に
福
岡
県
警
Ｏ
Ｂ
の

方
に
「
振
込
詐
欺
と
交
通
安
全
」
で
近

隣
実
例
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
気
を
引

き
締
め
た
し
、
後
期
に
は
俳
句
会
の
小

西
先
生
に
「
ク
イ
ズ
で
楽
し
く
俳
句
」

で
、
俳
句
の
歴
史
や
作
句
の
コ
ツ
を
教

え
て
も
ら
い
、
頭
脳
の
刺
激
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
親
睦
と
楽
し
い
時
で

は
、
秋
に
室
内
体
育
祭
、
暮
れ
に
は
忘

年
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
の
最
大
の
催
し
日
帰
り
旅
行
で

は
、
11
月
に
田
川
郡
福
智
町
の
目
王
温

泉
で
、
ゆ
っ
く
り
体
を
ほ
ぐ
し
て
、
御
馳

走
の
昼
食
を
味
わ
っ
て
の
一
日
で
し
た
。

　

当
会
も
高
齢
化
が
進
み
、
活
動
が
出

来
な
く
な
っ
て
の
退
会
者
ら
で
、
会
員

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
令
和
６
年
度
上
期
は
、
新

規
会
員
募
集
活
動
を
、
月
毎
に
居
住
エ

リ
ア
を
決
め
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

ご
近
所
の
方
々
と
、
良
い
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
ご
一

緒
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

クイズで楽しく俳句
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３
月
10
日
、
令
和
５
年
度
福
岡
県
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
と
し
て
、

「
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
交
流
大
会
」
が
宮
司
公

民
館
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
人
気
の
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ

を
数
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
福
岡
県
や
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
等
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
会
に
、星
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・

宮
司
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
等
か
ら
総
勢
25
名
が
参
加
、日
頃
の
運

動
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
て
、
優
勝
・

準
優
勝
等
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
も
、
市

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
や
各
地
域
郷

づ
く
り
等
と
連
携
し
な
が
ら
ソ
フ
ト

ダ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。交流大会の様子

福津市シニアクラブ連合会の会員の皆さまへ

お問合せ先　日本ハムマーケティング㈱　　　担当　井関
　　　　　　福岡営業所　電話：092-941-7039　FAX：092-962-3170

特別斡旋販売実施中特別斡旋販売実施中
（ハムギフトも取り扱ってます。）

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
交
流
大
会
で
大
活
躍
！

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
交
流
大
会
で
大
活
躍
！
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令
和
６
年
７
月
１
日（
月
）、
津
屋
崎

体
育
セ
ン
タ
ー
で
第
７
回
ス
カ
ッ
ト
・

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
雨

の
中
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
熱
い
思
い
に
雨
風
も
弱
ま
り
、
28

チ
ー
ム
１
４
０
名
の
選
手
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
団
体
戦
や
個
人
戦
で
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
盛
り
上
が
っ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

[

団
体
戦]

優　

勝　

有
弥
の
里
２
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

大
和
１
区
Ｂ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

第
三
位　

堅
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

[

個
人
戦]

優　

勝　

芹
野
洋
子
（
北
の
二
Ａ
）

準
優
勝　

高
田
和
夫
（
津
屋
崎
郷
づ
く
り
）

第
三
位　

今
泉　

弘
（
堅
川
）

団体優勝個人入賞の皆さん 団体第三位 団体準優勝

第
７
回
福
津
市

第
７
回
福
津
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
カ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
大
会
開
催

ス
カ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
大
会
開
催
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安心と信頼のJA葬祭安心と信頼のJA葬祭

家族葬から一般葬まで各種プランをご用意し家族葬から一般葬まで各種プランをご用意し

お葬儀の全てをお手伝いいたしますお葬儀の全てをお手伝いいたします

福津市宮司１丁目５-17
℡　0940-52-4448

野ぎく会館　福津斎場

左から準優勝 高山氏、優勝 日高氏、第３位 村山氏

最高年齢賞のお二人

　

令
和
６
年
５
月
13
日（
月
）、
な
ま
ず

の
郷
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第

38
回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
ま
し
た
お
天
気
も
ど
う

に
か
曇
り
で
持
ち
越
す
こ
と
が
で
き
、

１
２
８
名
の
選
手
が
参
加
し
て
、熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
高
徳
光（
東
福
間
）
さ
ん

が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
高
年
齢
賞
（
福
岡
県
知
事
賞
）

男
性 

藤
河　

正
さ
ん（
光
陽
台
２
区
）

女
性 

藤
河
壽
子
さ
ん（
光
陽
台
２
区
）

☆
入
賞
者
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

順　位 氏　名 所　属 スコア １打 ２打 ３打
優 勝 日高　徳光 東 福 間 65 3 19 5
準優勝 高山　末彦 星 ヶ 丘 68 2 19 10
第３位 村山　昭代 天 神 町 69 2 20 7
第４位 井上　　誠 新 東 区 73 1 18 13
第５位 今橋由美子 緑 町 75 4 8 14
第６位 木下　春美 新 東 区 75 2 14 13
第７位 西地シカノ 大 和 １ 76 2 15 10
第８位 大石　敬二 有弥の里２ 76 1 17 12
第９位 井上　英男 末 広 77 1 17 11
第10位 大森　一廣 両 谷 77 1 16 13

第第
3838
回
福
津
市

回
福
津
市

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

��
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
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１
９
８
６
年
９
月
、
奈
良
市
に
デ
パ
ー

ト
の
出
店
が
決
ま
り
、
建
設
予
定
地
の

調
査
が
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
、二
、七
、八

坪
に
当
た
る
広
大
な
土
地
で
、約
３
年
間

で
３
万
３
千
平
米
が
調
査
さ
れ
た
の
で

す
。こ
こ
は
平
城
宮
東
南
の
斜
め
向
か
い

に
当
た
る
土
地
で
、
当
時
で
も
超
一
等
地

で
し
た
。１
９
８
７
年
井
戸
跡
か
ら
発
見

さ
れ
た
木
簡
を
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
か
け

た
と
こ
ろ「
長
屋
皇
宮
」の
文
字
が
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
長
屋
王
」
は
、「
天
武
天
皇
」
の
第
１

子「
高
市
皇
子
」と「
天
智
天
皇
」の
娘「
御

名
部
皇
女
」（
持
統
天
皇
の
異
母
姉
妹
で
、

元
明
天
皇
の
同
母
姉
妹
）
の
第
１
子
で
、

当
時
の
左
大
臣
で
す
。

　

１
９
８
８
年
調
査
は
最
終
段
階
で
発

掘
調
査
を
し
て
い
る
す
ぐ
横
を
建
設
工

事
の
重
機
が
走
り
回
る
と
い
う
慌
た
だ

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、８
月
末
に
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

の
調
査
員
が
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き

に
、建
設
工
事
で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
掘
り

起
こ
し
た
ば
か
り
の
土
に
木
片
が
混
じ
っ

て
い
る
の
を
偶
然
見
か
け
た
の
で
す
。

　

そ
こ
は
土
地
の
端
で
調
査
対
象
外
と

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
あ
わ
て
て
近
寄
る

と
そ
こ
は
膨
大
な
量
の
木
簡
を
含
ん
だ

土
が
あ
り
ま
し
た
。
直
ち
に
停
止
さ
せ

調
べ
る
と
、む
し
ろ
木
簡
の
中
に
土
混
じ

り
と
い
う
状
態
で
し
た
。
全
く
奇
跡
の
よ

う
な
出
来
事
で
し
た
。
木
簡
は
不
要
に

な
れ
ば
何
度
で
も
小
刀
で
削
り
取
っ
て

再
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
の
削
り
屑
に
は

文
字
が
残
る
。そ
れ
ら
は
丸
ま
っ
た
状
態

で
何
枚
も
重
な
り
出
土
、こ
の
時
は
大
量

の
削
り
屑
と
木
簡
が
粘
土
の
中
に
パ
ッ

ク
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。一
週
間
の
緊
急

調
査
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ン
テ
ナ
千
箱

の
土
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら

３
万
５
千
点
の
木
簡（
削
り
屑
含
む
）が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、
長
屋
王
家（
北
宮
）
木
簡
の

発
見
で
、こ
こ
が
長
屋
王
邸
跡
だ
と
い
う

こ
と
が
木
簡
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。長

屋
王
は
、
官
界
の
ト
ッ
プ
の
左
大
臣
で
、

通
常
当
時
の
政
権
担
当
者
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

木
簡
の
中
で
注
目
さ
れ
た
の
が「
長
屋

親
王
宮
」
木
簡
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で「
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
十
編
」
と
い
う

荷
札
木
簡
で
す
。
長
屋
王
は
天
武
天
皇

の
第
１
皇
子
高
市
皇
子
の
第
１
子
で
し

た
。「
親
王
」
と
は
大
宝
令
の
規
定
で
は

皇
子
の
子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
を
い
い
ま

す
。
だ
か
ら
天
武
の
孫
で
あ
る
長
屋
王
は

本
来
該
当
し
ま
せ
ん
。
し
か
も
贄
と
は

天
皇
へ
の
飲
食
物
を
指
し
ま
す
。
だ
か
ら

皇
孫
と
い
う
以
上
に
高
い
地
位
が
あ
っ

た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
長
屋

王
の
母
は
天
智
天
皇
の
娘
御
名
部
皇
女

で
、血
筋
か
ら
い
え
ば
後
に
聖
武
天
皇
と

な
る
首
皇
子
に
も
勝
る
も
の
で
し
た
。
首

皇
子
の
母
は
藤
原
不
比
等
の
娘
の
宮
子

で
あ
り
、長
屋
王
は
皇
族
の
血
筋
か
ら
い

う
と
よ
り
純
粋
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

長
屋
王
の
地
位
は
首
皇
子
に
対
応
す

る
ナ
ン
バ
ー
２
で
し
た
。
現
に
初
め
て

の
位
を
授
け
る
叙
位
は
７
０
４
年
１
月

で
親
王
の
子
は
通
常
21
歳
な
の
に
29
歳

と
遅
い
の
で
す
が
、
通
常
は
従
四
位
下

な
の
に
三
ラ
ン
ク
も
高
い
正
四
位
上
で

し
た
。
遅
く
高
い
地
位
。
こ
れ
は
そ
れ

ま
で
即
位
の
可
能
性
を
残
す
た
め
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
叙
位
と
な
っ

た
か
は
文
武
天
皇
に
７
０
１
年
首
皇
子

が
誕
生
し
た
か
ら
で
し
た
。
こ
れ
で
皇

位
継
承
者
か
ら
は
外
れ
ま
し
た
が
、
皇

親
・
皇
族
の
血
筋
に
つ
な
が
る
臣
下
と

し
て
官
人
の
道
が
用
意
さ
れ
た
の
で

す
。
７
０
３
年
に
は
吉
備
内
親
王
（
元

明
天
皇
と
草
壁
皇
子
の
娘
）
と
結
婚
。

７
０
９
年
宮
内
卿
、
７
１
０
年
式
部

卿
、
７
１
８
年
大
納
言
と
な
り
議
政
官

と
し
て
国
政
を
動
か
す
地
位
に
並
び
、

７
２
０
年
に
持
統
・
文
武
・
元
明
・
元

正
天
皇
に
仕
え
律
令
政
治
の
柱
だ
っ
た

右
大
臣
藤
原
不
比
等
死
去
後
は
、
右
大

臣
に
昇
任
し
て
不
比
等
死
後
名
実
と
も

に
政
権
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

平城宮付近平面図

長屋王邸跡説明板

宗
像
大
宮
司
徳
善
の
つ
ぶ
や
き
③

宗
像
大
宮
司
徳
善
の
つ
ぶ
や
き
③

��

事
務
局
長

事
務
局
長　　
川
島　

道
俊

川
島　

道
俊

（19）第38号 令和６年７月吉日福津市シニアクラブ連合会 会報



宮
司
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

「
四
季
の
会
」

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

「
清
和
俳
句
会
」

〇
お
く
れ
毛
を
微
か
に
ゆ
ら
す
初
夏
の
風

〇
ひ
と
と
せ
の
月
日
の
早
さ
初
夏
光
る

�

森
脇　

一
枝
（
九
十
五
歳
）

〇
花
菖
蒲
や
し
ろ
の
庭
の
空
の
下

〇
月
見
草
岸
の
小
路
の
ほ
の
明
か
り

�

堀　

三
日
月

〇
葉
桜
に
憩
い
て
憩
う
人
を
見
て

〇
車
窓
よ
り
ま
た
仰
ぎ
見
る
藤
の
浪

�

有
島　

洋
子

〇
ド
リ
ッ
プ
の
珈
琲
淹
れ
る
若
葉
寒

〇
解
体
の
家
に
カ
タ
バ
ミ
咲
き
揃
う

�

花
田　

碧
峰

〇
洗
い
髪
使
う
こ
と
な
き
ド
ラ
イ
ヤ
ー

〇
朝
露
の
菖
蒲
を
愛
で
て
庭
に
立
つ

�

佐
藤　

碧
晶

〇
花
に
風
ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
蝶
に
な
り

�

吉
川　

碧
境

〇
大
空
に
迫
り
出
す
若
葉
青
葉
山

〇
夫
在
り
て
新
茶
汲
み
合
い
恙
な
し

�

小
西　

和
子
先
生

〇
山
茶
花
の
垣
根
満
開
陽
が
昇
る

〇
矢
車
草
見
る
度
想
ふ
母
の
事

�

古
澤
佳
代
子

〇
水
温
む
堰
の
ス
ッ
ポ
ン
甲
羅
干
し

〇
由
布
お
ろ
し
肌
さ
す
風
や
春
の
雪

�

大
坪　

弘
子

〇
玉
子
焼
手
抜
き
上
手
に
梅
雨
の
夜

〇
若
葉
風
老
い
ゆ
く
身
へ
の
応
援
歌

�

尾
﨑
む
つ
子

〇
二
人
し
て
野
の
道
散
歩
ゆ
っ
く
り
と

�

空
に
は
白
き
ひ
こ
う
き
雲

〇
朝
夕
の
体
力
維
持
に
散
歩
す
る

�

夫
を
ひ
き
た
て
今
日
も
暮
れ
ゆ
く

　

東
福
間
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

船
津　

千
富

○
作
り
よ
る
義
母
の
指
南
の
伽
羅
蕗
を

〇
バ
ス
停
に
帽
子
リ
ュ
ッ
ク
で
風
薫
る

�

湯
浅　

公
月

〇
新
芽
湧
く
あ
の
時
子
等
と
植
へ
し
松

〇
腰
結
ぶ
散
歩
の
シ
ョ
ー
ル
若
葉
寒

�

松
田　

照
月

〇
そ
っ
と
咲
く
紫
陽
花
眺
め
偲
ぶ
母

�

秦　
　

文
月

〇
蛍
舞
う
畦
道
歩
く
照
ら
す
月

�

藤
本　

長
月

〇
梅
雨
の
朝
幾
重
も
く
ぐ
る
服
暖
簾

�

八
木　

葉
月

〇
若
竹
や
軍
人
墓
地
の
空
狭
し

〇
今
川
に
草
刈
響
く
夏
は
じ
め

�
本
間　

碧
水

俳　

句

短　

歌

　

紫
陽
花
が
梅
雨
を
待
て
ぬ
と
ば
か
り

咲
き
始
め
て
い
ま
す
。
会
員
の
方
々
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
で
今
を
生

き
、
溢
れ
る
想
い
を
心
の
フ
ィ
ル
タ
ー

越
し
に
写
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
言
葉
に

溺
れ
る
こ
と
な
く
日
々
の
感
動
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

�

碧
水
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北
海
道
～
九
州
の
森
林
に
棲
む
留

鳥
。
大
木
の
あ
る
神
社
や
お
寺
、
公
園

な
ど
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
夜
行

性
で
、
昼
間
は
枝
に
止
ま
っ
て
ほ
と
ん

ど
動
か
ず
、
休
ん
で
い
る
。
ネ
ズ
ミ
類
を

主
食
と
す
る
が
、
小
鳥
や
昆
虫
類
な
ど

も
食
べ
る
。
首
を
回
し
な
が
ら
周
囲
の

小
さ
な
物
音
を
聞
き
取
り
、
獲
物
を
見

つ
け
る
と
羽
音
を
た
て
ず
に
襲
う
。

　

主
に
本
州
北
部
か
ら
中
部
で
繁
殖

し
、
秋
冬
に
は
全
国
の
雪
の
少
な
い
地

方
で
見
ら
れ
る
。
海
岸
や
川
岸
、山
地
や

丘
陵
な
ど
の
崖
の
窪
み
を
利
用
し
て
営

巣
す
る
。
近
年
、
市
街
地
の
ビ
ル
の
ベ
ラ

ン
ダ
な
ど
に
営
巣
す
る
例
が
増
え
て
い

る
。
草
原
や
田
畑
、
川
原
、
干
拓
地
な
ど

の
開
け
た
場
所
で
、
杭
や
電
柱
か
ら
ネ

ズ
ミ
や
バ
ッ
タ
、
小
鳥
を
ね
ら
う
。
頻
繁

に
低
空
飛
翔
を
行
い
、
急
降
下
し
て
捕

ら
え
る
。

　

全
国
の
丘
陵
や
低
山
の
広
葉
樹
林
に

棲
む
留
鳥
。
時
に
は
樹
林
の
多
い
公
園

で
も
見
か
け
る
。
に
黄
色
と
黒
の
「
ト
ラ

模
様
」
が
あ
る
。
薄
暗
い
場
所
に
い
る
こ

と
が
多
く
、
落
ち
葉
な
ど
が
保
護
色
に

な
っ
て
見
つ
け
に
く
い
。
主
に
林
床
で

採
食
し
、
く
ち
ば
し
で
落
ち
葉
を
は
ね

の
け
、ミ
ミ
ズ
や
昆
虫
を
探
す
。
地
上
を

敏
捷
に
移
動
し
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳

ね
歩
く
が
、
木
の
枝
に
じ
っ
と
止
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　

今
回
は
大
峰
山
や
そ
の
周
辺
で
見
ら
れ

る
や
や
大
き
な
鳥
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

　

北
海
道
～
九
州
の
林
や
草
原
に
飛
来

す
る
数
少
な
い
夏
鳥
。ま
ば
ら
に
樹
木
が

生
え
た
開
け
た
場
所
を
好
み
、春
秋
の
渡

り
の
途
中
に
は
市
街
地
の
公
園
で
も
見

ら
れ
る
。
昼
は
林
の
中
で
、
木
の
枝
に
平

行
に
と
ま
っ
て
休
ん
で
い
る
た
め
、
見
つ

け
に
く
い
。
今
回
は
た
ま
た
ま
茂
っ
た
枝

の
隙
間
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

夕
暮
れ
に
な
る
と
口
を
大
き
く
開
け

て
、
素
早
く
飛
び
回
り
空
中
の
昆
虫
類

を
捕
食
す
る
。

ヨタカ（夜鷹） 全長 29cm

チョウゲンボウ（長元坊） 全長 33～ 38cm

トラツグミ（虎鶫） 全長 30cm

フクロウ（梟） 全長 50cm

福
津
市
の
小
鳥
た
ち
の
紹
介

　
　
　
野
鳥
の
写
真
家　

�

有
田　
義
照
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福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

　
　
　
　
　

役
員
名
簿　
　

�

（
令
和
六
年
四
月
一
日
現
在
）

〈
本
部
役
員
〉

　
　
　

会　
　

長　
　

岡
本　

頴
和

　
　
　

副 

会 

長　
　

松
原　

秀
治

　
　
　

副 

会 

長　
　

合
田　

静
雄

　
　
　

副 

会 

長　
　

山
田　

宏
子

　
　
　

事
務
局
長　
　

川
島　

道
俊

　
　
　

事
務
局
次
長　
　

吉
川　

富
雄

　
　
　

会　
　

計　
　

山
田　

宏
子

〈
理
　
事
〉

　
　
　

猿
渡　

健
彦
（
福
間
）

　
　
　

大
石　

敬
二
（
福
間
南
）

　
　
　

中
本　

教
一（
上
西
郷
）

　
　
　

大
坪　

啓
介
（
神
興
）

　
　
　

国
武　

好
春
（
神
興
東
）

　
　
　

清
水　

次
郎
（
津
屋
崎
）

　
　
　

吉
川　

富
雄
（
宮
司
）

　
　
　

吉
村　

仁
子
（
福
間
南
）

　
　
　

伊
飼　

順
子
（
福
間
）

　
　
　

花
田　

良
子
（
津
屋
崎
）

　
　
　

長
田　

桂
子
（
宮
司
）

〈
監
事
〉

　
　
　

山
内　

弘
造
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

井
上　

英
男
（
末
広
）

〈
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
〉　

　
　
　

猿
渡　

健
彦
（
花
見
１
・
２
）　

　
　
　

山
見　

保
雄
（
花
見
３
・
４
）

　
　
　

中
野　

愼
一（
緑
町
）

　
　
　

伊
飼　

順
子
（
本
町
）

　
　
　

瓜
生　

隆
弘
（
大
和
１
）

　
　
　

岡
田　

和
憲
（
大
和
２
）

　
　
　

久
壽　

真
一 （
西
福
間
５
）

　
　
　

城
野　

正
雄
（
四
角
）

　
　
　

池
田　

典
彦
（
両
谷
）

　
　
　

幸
坂　

正
昭
（
原
町
１
）

　
　
　

芳
賀　

和
明
（
原
町
２
）

　
　
　

井
上　

国
治
（
原
町
３
）

　
　
　

大
石　

敬
二
（
有
弥
の
里
２
）

　
　
　

梶
原　

昌
幸
（
光
陽
台
１
）

　
　
　

山
内　

弘
造
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

萩
原　

清
美
（
光
陽
台
３
）

　
　
　

中
本　

教
一（
畦
町
）

　
　
　

合
田　

静
雄
（
上
西
郷
）

　
　
　

鋤
田　
　

勝
（
手
光
）

　
　
　

大
坪　

啓
介
（
東
福
間
）

　
　
　

國
武　

好
春
（
通
り
堂
）

　
　
　

後
藤　

好
男
（
津
丸
）

　
　
　

藤
原　

信
行
（
久
末
）

　
　
　

小
田　

達
也
（
八
並
）

　
　
　

末
武　

昭
憲
（
若
木
台
）

　
　
　

増
田
初
日
出
（
在
自
）

　
　
　

井
上　

英
男
（
末
広
）

　
　
　

占
部　

宏
猷
（
渡
）

　
　
　

森
田　

雄
二
（
東
町
一
区
）

　
　
　

寺
島　

龍
海
（
東
町
二
区
）

　
　
　

花
田　

哲
也
（
天
神
町
）

　
　
　

松
原　

秀
治 （
新
町
）

　
　
　

大
峰　

重
美
（
北
の
二
）

　
　
　

前
原　

康
弘
（
新
東
区
）

　
　
　

清
水　

次
郎
（
竪
川
）　

　
　
　

松
尾　

宏
介
（
宮
司
）

　
　
　

本
間　
　

厚
（
宮
司
浜
）

　
　
　

吉
川　

富
雄
（
宮
司
三
）

　
　
　

高
山　

末
彦
（
星
ヶ
丘
）

　
〈
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
〉

　
　
　

新
宮
千
佳
子
（
花
見
１
・
２
）

　
　
　

永
濱　

幸
子
（
花
見
３
・
４
）

　
　
　

広
渡　

春
江
（
緑
町
）

　
　
　

伊
飼　

順
子
（
本
町
）

　
　
　

泉　

つ
や
子
（
大
和
２
）

　
　
　

千
々
和
信
子 （
西
福
間
５
）

　
　
　

城
野　

弘
子
（
四
角
）

　
　
　

土
井
富
純
子
（
両
谷
）

　
　
　

藤
田　

公
子
（
原
町
１
）

　
　
　

山
田　

宏
子
（
原
町
２
）

　
　
　

吉
原
久
美
子
（
原
町
３
）

　
　
　

関
岡
加
代
子
（
有
弥
の
里
２
）

　
　
　

吉
村　

仁
子
（
光
陽
台
１
）

　
　
　

吉
水
満
理
子
（
光
陽
台
２
）

　
　
　

西
村　

豊
子
（
光
陽
台
３
）

　
　
　

櫻
井　

浩
子
（
畦
町
）

　
　
　

吉
武
三
重
子
（
上
西
郷
）

　
　
　

井
本　

武
子
（
手
光
）

　
　
　

林　
　

幸
子
（
東
福
間
）

　
　
　

山
本
ミ
ヤ
子 （
通
り
堂
）

　
　
　

藤
田　

禮
子 （
津
丸
）

　
　
　

的
場　

博
子
（
久
末
）

　
　
　

小
田　

治
子
（
八
並
）

　
　
　

春
口　

弘
子
（
若
木
台
）

　
　
　

増
田　

隆
子
（
在
自
）

　
　
　

大
社
ヒ
サ
子
（
末
広
）

　
　
　

占
部
富
貴
子
（
渡
）

　
　
　

森
山　

末
子
（
東
町
二
区
）

　
　
　

花
田　

良
子
（
天
神
町
）

　
　
　

堀　
　

直
美
（
新
町
）

　
　
　

福
森　

園
枝
（
北
の
二
）

　
　
　

早
川
寿
美
子
（
新
東
区
）

　
　
　

井
上　

珠
子
（
竪
川
）

　
　
　

阿
部　

イ
サ
（
宮
司
）

　
　
　

長
田　

桂
子
（
宮
司
浜
）

　
　
　

中
島　

文
子
（
宮
司
三
）　　

　
　
　

茂
内
倭
文
子
（
星
ヶ
丘
）
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JR福間駅

←
至 

宮
地
嶽

 至
 福

津市
役所

→ 

ここ502

西郷川

[ 文化広報部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 塚田　有希 福間南 有弥の里２

副 部 長 川島　道俊 津屋崎 堅 川

委 員 岡本　頴和 福間南 光 陽 台 １

委 員 合田　静雄 上西郷 上 西 郷

委 員 山田　宏子 福間南 原 町 ２

委 員 吉川　富雄 宮 司 宮 司 ３

[ 健康維持部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 大石　敬二 福間南 有弥の里２

副 部 長 秦　　正捷 神興東 通 り 堂

委 員 高山　末彦 宮 司 星 ヶ 丘

委 員 池田　典彦 福間南 両 谷

委 員 猿渡　健彦 福 間 花見１・２区

委 員 寺島　龍海 津屋崎 東 町 ２

委 員 松原　秀治 津屋崎 新 町

委 員 高田加代子 宮 司 宮 司

委 員 福永　三枝 宮 司 星 ヶ 丘

[ 女性部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 花田　良子 津屋崎 天 神 町

副 部 長 吉村　仁子 福間南 光 陽 台 １

委 員 伊飼　順子 福 間 本 町

委 員 長田　桂子 宮 司 宮 司 浜

委 員 山田　宏子 福間南 原 町 ２

[ 福祉部 ]
氏　　名 地　区 所属クラブ

部 長 萩原　清美 福間南 光 陽 台 ３

副 部 長 山内　弘造 福間南 光 陽 台 ２

委 員 吉水満理子 福間南 光 陽 台 ２

委 員 西村　豐子 福間南 光 陽 台 ３

電話0940-42-0067
福岡県福津市中央3丁目8ー3

居酒屋又兵衛
お店はJR福間駅から110ｍ

大・小宴会承ります
ご予算・お時間等ご相談ください

専門部会名簿専門部会名簿（2024.4.1現在）（2024.4.1現在）
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【主な事業】障害者支援施設 福岡コロニー、障害福祉サービス事業所 わーくはうすコロニー、障害福祉サービス事業所 福岡福祉工場、障害者支
援施設 福岡県障がい者就労支援ホームあけぼの園、障害福祉サービス事業所 なのみ工芸、障害者支援施設 なのみの里、古賀市障がい者生活支
援センター 咲、障害者就業・生活支援センター ちどり、共同生活援助事業所 グループホームかづるⅠ・Ⅱ、相談支援事業所 福岡コロニー

TEL.（092）501-7405　FAX.（092）501-7425南福岡営業所

TEL.（092）944-4422　FAX.（092）944-4071古賀営業所
TEL.（092）611-2341　FAX.（092）501-7425博多営業所

TEL.（092）944-4308　FAX.（092）944-4309なのみの里

TEL.（092）501-0324　FAX.（092）501-0325あけぼの園
TEL.（092）944-4419　FAX.（092）944-4071なのみ工芸

本部・工場
〒811-0119　福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号
TEL.（092）962-0764
FAX.（092）962-0768

印刷全般・さをり織り・製麺（冷凍うどん） ポスター　チラシ　パンフレット　リーフレット　カタログ　ダイレクトメール　自費出版
広報誌　機関誌　書籍　文集　詩歌集　各種マニュアル　会議資料　帳簿　封筒 etc.

https://www.fukuoka-colony.net

福津市シニアクラブ連合会事務局

〒811-3224

福津市手光2222番地

福津市中央公民館内

TEL/FAX：0940-72-6565
E-mail

fukutsusiren@aroma.ocn.ne.jp

　

本
号
で
は
５
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
状

況
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
ク
ラ
ブ

も
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が
ら
、会
員
が
興

味
を
持
ち
そ
う
な
活
動
を
活
発
に
行
っ

て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
筆
者
も
居
住
地
の
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
あ
ー
だ
、
こ
ー
だ
言

い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
が
、は

て
、
ク
ラ
ブ
の
外
側
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

い
な
い
皆
さ
ん
か
ら
ど
う
見
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

筆
者
の
居
住
地
に
は
任
意
の
集
ま
り

と
し
て
球
技
の
会
な
ど
が
活
動
し
て
い

ま
す
。地
区
の
お
祭
り
な
ど
で
は
集
ま
っ

て
楽
し
そ
う
に
ワ
イ
ワ
イ
や
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
会
に
入
っ
て
い
な
い
住
民
は

遠
巻
き
に
眺
め
る
だ
け
で
、
そ
の
輪
の

中
に
気
軽
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

も
し
か
し
た
ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
同

じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ブ
が
盛
ん

に
活
動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
会
員
が
仲

良
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
周
り
の
皆
さ

ん
は
高
い
壁
を
感
じ
、
会
に
入
り
た
い

と
思
っ
て
も
な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
で
は
活

動
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
仲
間
を
増
や
す
こ

と
が
難
し
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
の
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
ク
ラ
ブ
の

紹
介
記
事
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
っ
て
配
布
し
た
り
、

あ
る
い
は
会
員
一
人
一
人
が
機
会
を
と

ら
え
て
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を
自
分

の
言
葉
で
未
入
会
の
方
に
伝
え
る
な
ど
、

地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
く
他
は
無
い

よ
う
で
す
ね
。�

（
塚
田
）

編
集
後
記

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以

上
の
皆
さ
ま
へ
お
誘
い
で
す
。

　

現
在
、
福
津
市
各
地
区
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
で
は
手
芸
の
会
、

史
跡
探
訪
、
小
旅
行
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
環
境
保
護
活
動
等
、
色
々
な

活
動
を
通
し
て
仲
間
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

人
と
の
交
流
、
生
活
の
中
の

笑
い
、
軽
い
運
動
等
は
健
康
長

寿
の
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

お
近
く
の
会
員
に
お
声
掛
け
い

た
だ
く
か
連
合
会
事
務
局
に
お

電
話
い
た
だ
け
れ
ば
お
住
ま
い

の
地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
の
一
歩
、
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。�

事
務
局

�（
０
９
４
０-

７
２-

６
５
６
５
）

会
員
募
集

バラ１本の花言葉は「ひとめぼれ」
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